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研究成果の概要（和文）：本研究は、英米を中心とした大量死を描く演劇の系譜をたどることで、大量死の脅威
に対する「記憶の記録装置」としての演劇の可能性を検証することを目的とした。大量死の脅威に常にさらされ
ている現在、古くは第二次世界大戦、最近では東日本大震災による大量死の記憶と対峙すべき日本人研究者とし
ての視点から、演劇の社会的・文化的・倫理的役割を再考することは喫緊の課題である。さらに自然災害による
大量死に関する演劇の研究が少ないなか、大量死と大量虐殺双方を視野に入れ、広範囲に渡る作品を研究対象と
し、研究発表および論文をとおして、大量死の脅威に抵抗する演劇独自の想像力の可能性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Our study aims to investigate the potential of theatre as the archive of 
memory against the threat of mass deaths through the analysis of dramas written in English depicting
 mass deaths.  We are now living in the age of colossal loss caused by either genocide or natural 
disasters; furthermore we the Japanese have traumatic memories of a vast number of victims of World 
War II and the Great East Japan Earthquake.  Therefore it is our utmost duty as Japanese scholars to
 reconsider the social, culturral and ethical role of theatre in representing and memorizing the 
colossal loss.  In addition, dramas that deal with mass deaths caused by natural disasters have been
 less explored than those about genocide have.  That has led to our unique study of a wide variety 
of dramas written in English as well as in Japanese.  Through the presentations and papers we have 
revealed the potential of theatrical imagination against the threat of mass deaths.

研究分野： 現代アメリカ演劇

キーワード： 演劇　大量死　記憶　歴史　トラウマ　ホロコースト　東日本大震災
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１．研究開始当初の背景 
（１）演劇は、現在進行中の出来事を観客の
目の前で現在進行形で描くとともに、過去の
出来事を登場人物の記憶として描く。その際、
登場人物にとっての現在と記憶の対比は、観
客に時間や記憶についてあらためて考える
ことを迫る。演劇における記憶の重層性は多
くの記憶についての劇を生み出し、演劇を記
憶の芸術としてきた。 
 さらに、演劇そのものが「記憶の記録装置
（アーカイヴ）」として機能する。研究分担
者の常山菜穂子が述べるように、演劇は、「そ
の文化を生みだした風土、民族、政治、経済、
精神が意識的あるいは無意識的に織り込ま
れた、言うなれば集団的記憶装置」である。
演劇は、上演されるたびに作り手によって作
り変えられる芸術であり、その際一つの劇と
いう記憶装置には新たな記憶が刻み込まれ
ることもあれば、古い記憶が薄らぐこともあ
る。そのようにして、上演のたびに演劇は新
たな記憶装置となることで、観客に集団的な
記憶を呼び起こす役割を果たす。 
 
（２）東日本大震災および原発事故によって、
我々日本人は大量死がいつでも身近で起こ
りうることを実感した。さらに 9・11 以降世
界各地において内戦、テロ行為や暴動が勃発
し、誰もが大量死の脅威のなかで生きる時代
となった。このような情勢において、大量死
という重要課題に対し演劇が記憶装置とし
て新たな視点を提供することが求められて
いる。 
 
２．研究の目的 
（１）ギリシア悲劇から始まり、シェイクス
ピアを経て現代に至るまで、演劇は戦争によ
る大量死を描いてきた。それらは戦争と大量
死を記憶にとどめようとする試みであり、上
演されるたびに大量死に関する新たな衝撃
を観客に与えうる。その衝撃をとおして観客
は大量死を記憶し、あるいは、別の大量死を
思い出す。劇が終わった後も、観客が記憶と
いう行為を続けるならば、我々はあらたな大
量虐殺を避けることができるかもしれない。
ベルトルト・ブレヒトは、観客を観察者にす
ることにより彼らの能動性をよびさまし、人
間は変わるということを前提にして、変わっ
てゆく世界を描く叙事的演劇を提唱した。ブ
レヒトのこの演劇論を参照しつつ、本研究は、
観客が記憶するという行為によって世界を
変えうるような演劇の可能性を追求するこ
とを目的の一つとした。 
 
（２）ホロコースト、9・11 などをテーマに
した演劇の研究書は出ているが、大量死とい
う枠組みによる英米演劇の研究はほとんど
なされていない。南北戦争以降 9・11 まで自
国における大量死の脅威をほとんど感じな
かったアメリカと、近代以前の戦争にくわえ
て二度の世界大戦を経験したイギリスとい

う対照的な二国における大量死に関する経
験を演劇がいかに描いてきたかを研究する
意義は大きい。さらに、第二次世界大戦にお
いて被害者としても加害者としても大量虐
殺を経験し、東日本大震災によって大量死と
直面した日本の研究者だからこそ可能な、自
然災害による大量死と大量虐殺双方を視野
に入れて検証することを本研究の第二の目
的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）研究対象が広範囲にわたるため、研究
メンバー間の共通理解をはかることが重要
と考え、研究会において、ホロコースト演劇、
トラウマなどを論じる基本的文献の精読を
行った。 
 
（２）国内外の研究者および演劇人との交流
により、研究に関するより広い視点を獲得し
た。2015 年にアメリカの劇作家ヴェリナ・ハ
ス・ヒューストン氏を迎えた研究会を実施し
たことにくわえ、研究分担者の小菅隼人が企
画・運営を行った青森市における国際パフォ
ーマンス・スタディーズ学会の研究会議に参
加した。 
 
（３）大量死、大量虐殺をテーマとした映画
の分析を行い、異なる媒体による表現を検証
することで、演劇独自の想像力について再考
した。2015 年から 2016 年にかけてホロコー
ストを題材としたドキュメンタリー映画『シ
ョア』の分析を行った。さらに、2016 年には
青山学院大学経済研究所と連携し、東日本大
震災を描いたドキュメンタリー映画をテー
マとしたシンポジウムを開催した。 
 
（４）研究メンバーそれぞれの専門分野にお
いて、大量死、大量虐殺に関する戯曲の分析
を行い、研究発表、論文執筆などを行った。 
 
４．研究成果 
 上記「研究の方法」で挙げた 4つの方法に
よってどのような研究成果を上げたかを説
明し、最後にまとめとして今後の展望を述べ
ることとする。 
 
（１）ホロコーストを題材とした戯曲集の序
論、第二次世界大戦以降に上演された「世界
の終わり」を描く演劇に関する論文、トラウ
マと映画・演劇との関係を取り上げた論文、
歴史における暴力の隠蔽とその忘却への挑
戦に関する論文などを読んだ。それらの論文
を読むことによって認識したことは、大量虐
殺とその記憶を演劇とすることの難しさ、に
もかかわらず困難に取り組む劇作家の想像
力がもつ可能性である。補助期間の初年度に
研究の基礎的概念について研究メンバー間
で理解を共有したことは、研究成果を上げる
ために重要な過程であり、各々の論文、発表
などに活かされた。 



 
（２） 
①アメリカの日系女性劇作家ヴェリナ・ハ
ス・ヒューストン氏を招き、2015 年 6月 6日
に研究会を実施した。ヒューストン氏は、ギ
リシア悲劇を基にした劇、原爆によって深い
傷をおった女性たちを描く劇など多彩な作
品を発表している。研究会では、「演劇的想
像力と大量死」と題した講演において、いか
に大量死を描いたギリシア悲劇から自作を
創造したか、また戦争をいかに女性の視点で
描くかについてお話いただき、その後討論を
行った。スケジュールの関係で研究メンバー
のみが参加した会となったものの、女性と戦
争の関係を中心に意見交換を行ない、互いに
とって有益な会となった。さらなる成果とし
て、2016 年に研究分担者の堀真理子はヒュー
ス ト ン 氏 と の 共 著 論 文 “A Study of 
Adaptation”を発表した。 
 
②小菅隼人が企画・運営を行った国際パフォ
ーマンス・スタディーズ学会（PSi）東北大
会は、「けがれを超えて：パフォーマンスと
東北（身体・霊性・巡礼）」というテーマの
もと、2015 年 8 月 28 日から 9 月 1 日まで青
森市で開催された。国内外の研究者、演劇人
が 200 名以上参加した国際会議となり、活発
な議論と研究交流が行われた。講演、研究発
表、ワーキング・グループ等のテーマは、土
方巽、寺山修司はもちろん、パフォーマンス
と場所の関係、巡礼など様々であり、研究代
表者の伊藤ゆかりが司会を務めた発表は震
災後の東北の祭を論じたものであった。 
多様なテーマと向きあいつつ、参加者の頭

の中に常にあったのは、東日本大震災および
原子力発電所事故による犠牲と被害をいか
に研究者および演劇人は受けとめられるか、
ということである。自然災害に関する演劇研
究がまだ少ないなか、このような問題意識を
共有する国際会議は貴重である。詳細は小菅
が「パフォーマンス研究の可能性と DMC」に
書いているが、その中で同じ 2015 年に実施
されたPSiフィリピン大会に関して示唆に富
む指摘をしている。自然災害が多発するフィ
リピンでは、災害を単純に否定せず、環境と
して捉えることから議論を出発させるとい
う。このような自然災害の受けとめ方は今後
の研究に活かしうるものであり、本研究にお
ける PSi 国際会議の成果は大きい。 
 
（３） 
①クロード・ランズマン監督によるホロコー
ストの関係者へのインタビューからなるド
キュメンタリー映画『ショア』（1985）を研
究会で取り上げ、分析した。ホロコーストの
記憶がいかに人々に刻み込まれているかを
検証すると共に、②で述べる映画表現の特質
を再考する機会となった。研究協力者の楠原
偕子は、その他のホロコースト映画をも参照
しつつ、長年にわたる日本演劇の批評活動を

ふまえ、古川健とハナ・モスコヴィッチとい
う日本およびカナダの現代劇作家によるホ
ロコースト戯曲の比較研究を現在行ってお
り、論文を発表する予定である。 
 
②堀真理子が青山学院大学経済研究所で行
っている研究プロジェクト「災害・戦争のポ
スト・トラウマとドキュメンタリー映画・演
劇が果たす役割についての総合的研究」との
共同企画として、2016 年 12 月 17 日に国際シ
ンポジウム「ドキュメンタリー映画が描く災
害と大量死の記憶」を青山学院大学で開催し
た。映画監督ケイコ・クルディ氏（フランス）
とリンダ・オオハマ氏（カナダ）を講演者と
して招き、大震災後の東北を撮影したそれぞ
れのドキュメンタリー映画の一部を上映し、
自作について話していただいた。 
 のべ約 90 名が参加し、アンケートには好
意的な感想が寄せられた。シンポジウムの講
演者およびコメンテーターとなった研究メ
ンバー、さらに参加者にとって自然災害によ
る大量死と芸術作品の関係を捉える機会と
なった。特に両監督に制作過程をお話いただ
いたことが大きい。また、映像の力をあらた
めて実感するとともに、演劇表現の力を追及
する必要を再確認した。 
 
（４）研究メンバーの専門分野は、伊藤が現
代アメリカ演劇、堀が現代英米演劇、小菅が
シェイクスピアを中心としたイギリス演劇、
常山が 19 世紀アメリカ演劇、楠原が 1960 年
代を中心とするアメリカ演劇と様々である。
それぞれの分野において大量死・大量虐殺を
テーマとして作品研究を行ったが、研究成果
のなかで戦争に関する論文が多いことから、
歴史上の戦争と想像上の戦争に関する論文
について記述したい。 
 
①研究メンバーが論じてきたのは、シェイク
スピア、サミュエル・ベケット、ヴェリナ・
ハス・ヒューストン、スーザン＝ロリ・パー
クス、古川健などの劇作家が描く第二次世界
大戦、南北戦争といった歴史上の戦争である。
そのなかで堀真理子による「黙示録的時代を
見据えて：第二次世界大戦後のサミュエル・
ベケット」（『戦争・詩的想像力・倫理』所収）
を取り上げる。 
 第二次世界大戦がもたらした犠牲の悲惨
さを実体験として感じたベケットは、死者の
思いが言葉で説明できない、不可能への挑戦
であることを確認しつつも、記憶から忘却さ
れた死者たちの声をよみがえらせようと試
みた。堀は、ベケットがみつめていた黙示録
的世界を記述しつつ、主要作品の分析をとお
して、ベケットが、「一貫して死者と向きあ
い、人間的であることとは何かを問いつづけ
た」と述べる。ギリシア悲劇とベケット作品
との類似性、トラウマ、歴史的暴力の隠蔽な
どの視点もくわえ、本研究の集大成とも言う
べき論文である。 



 
②一方、伊藤ゆかりの論文「アメリカ演劇が
描く戦争の脅威」が取り上げたホセ・リヴェ
ラの『マリソル』は、天使と神の戦いに人間
が巻き込まれるという大衆小説か SF 映画の
ような内容である。堀が批判する「非現実に
目を向ける」SF とも言えるかもしれない。し
かし、リヴェラの執筆の主眼は 1990 年前後
のニューヨーク、特にホームレスの窮状にあ
る。現実の社会状況への批判と変革への希望
をこめて、大衆小説的な黙示録的世界の枠組
みを用いたのだ。伊藤は、リヴェラが単なる
荒唐無稽な劇としないために、生々しい身体
感覚とともに最終戦争に至る過程を描いて
いることと、その限界を分析し、『マリソル』
が想像上の大量死と現実の社会批判を結び
つける一つの試みであることを明らかにし
た。 
 
（５）本研究において、演劇、パフォーマン
スなど多角的視点から、大量死という言語化
と記憶を拒否する出来事をいかに個々の演
劇作品が描いてきたかを明らかにした。今後
は、歴史において現われる暴力の被害者たち
の亡霊をキーワードに、歴史と社会、記憶と
演劇の複雑な関係を、演劇作品の検証をとお
してさらに追求したい。また、世界情勢を反
映してテロリズムや戦争を描く戯曲は相当
数あり、今後の研究のために有益な解題書目
の作成などのデータ整理も課題の一つであ
る。 
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